
大
学
職
員
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

―
ニュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
働
き
方
を
考
え
る―

C
O

N
T

E
N

T
S

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の
取
り
組
み
と

今
後
の
展
開

和
田 

満

学
校
法
人
桜
美
林
学
園
総
務
部
長
・

総
合
企
画
部
長

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
の

今
後
の
展
開

冨
来 

清
貴

学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
理
事
・

総
務
部
長

　
２
０
１
９
年
４
月
、長
時
間
労
働
の
是
正
や
多
様
で
柔
軟
な
働

き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た「
働
き
方
改
革
関
連

法
」が
施
行
さ
れ
た
。各
事
業
体
も
生
産
性
を
維
持
し
た
う
え
で
、

時
代
に
対
応
し
た
か
た
ち
で
従
業
員
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
最
中
、世
界
的
規
模
で
起
こっ
た
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、従
来
の
働
き
方
に
対
す
る
私
た
ち
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
全
般
に
お
い
て
、大
き
な
影
響
を
与
え
た
。こ
の
こ
と
は
、

大
学
の
組
織
運
営
に
お
い
て
も
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
大
学
の
日
常
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
対
面
授
業

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ら
れ
、教
員
や
学
生
が
接
触
す
る
機

会
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
で
感
染
拡
大
防
止
への
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
き
た
。以
降
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

特 集 Specia
l fea

ture

With New    　Normal 
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若
手
・
中
堅
職
員
に
よ
る

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

―

上
智
学
院
・
働
き
方
改
革
宣
言
の
策
定
と

    

そ
の
取
り
組
み
事
例―

千
野 

雅
裕

学
校
法
人
上
智
学
院
人
事
局
主
幹（
業
務
改
革
担
当
）・

総
務
局
総
務
グ
ル
ー
プ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

選
択
肢
の
気
付
き
・
許
容

―

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
効
果
と
し
て―

内
野 

匡
貴

国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学
企
画
評
価
室
主
任

職
員
の
働
き
方
を
考
え
る

―

「
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジェク
ト
」２
年
間
の
取
り
組
み
と

   

こ
れ
か
ら
め
ざ
す
と
こ
ろ―

井
上 

真
由
美

大
正
大
学
総
務
部
部
長

オ
フ
ィ
ス
が
人
を
育
て
る

―

津
田
塾
大
学
の
オ
フ
ィ
ス
リ
ニュ
ー
ア
ル―

菊
池 

太
陽

津
田
塾
大
学
教
務
課
長
補
佐

ド
型
授
業
も
今
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
形
式
と
な
って
い
る
。大
学

事
務
業
務
に
お
い
て
も
、教
育
研
究
支
援
や
学
生
サ
ポ
ー
ト
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
お
い
て
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
観
点
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
業
務
改
革
が
加
速
し
て
い
る
。そ
の
よ

う
な
環
境
変
化
が
あ
り
、大
学
職
員
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
始
まって
い
る
。

　
多
様
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、大
学
が
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、大
学
運
営
を
支
え
る
事
務
組
織

に
お
い
て
も
、従
来
型
の
業
務
ス
タ
イ
ル
か
ら
シ
フ
ト
チェン
ジ
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。大
学
職
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
し
て
、個
々
の
知
識
や
経
験
を

生
か
し
な
が
ら
成
長
し
、活
躍
で
き
る
よ
う
、勤
務
制
度
や
職
場

環
境
を
時
代
に
合
わ
せ
て
い
か
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
べ
き
か
と
い

う
課
題
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
集
で
は
、働
き
方
改
革
に
関
す
る
プ
ロ
ジェク
トへの
取
り
組
み

や
勤
務
時
間
制
度
の
見
直
し
、コロ
ナ
禍
が
きっか
け
で
始
まっ
た
テ

レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）の
導
入
や
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
の
定
着
、オ

フ
ィ
ス
環
境
整
備
な
ど
、魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
す
す
め
、業
務

改
革
を
実
践
し
て
い
る
大
学
を
紹
介
す
る
。ニュー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

大
学
職
員
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

With New    　Normal 
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� 

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の
変
遷

２
０
１
７
年
、桜
美
林
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拠
点
化
の

推
進
に
伴
い
、部
署
横
断
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
必
要
性
を
常
務
理
事
会
に
総
合
企
画
部
と

し
て
上
程
し
、業
務
の
改
善
、効
率
化
を
目
指
す
方
針
を
確
定
。

施
策
の
一
つ
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
取
り
組
み
の
第
一
弾
と
し
、 

並
行
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
大
学
が
持
つ
様
々
な
情
報
を
集

約
・
最
適
化
し
、学
生
の
学
び
・
活
動
・
進
路
に
役
立
つ
情
報
を
、

個
人
に
最
適
化
さ
れ
た
内
容
で
提
供
す
る
こ
と
の
取
り
組
み
を
行

う
準
備
段
階
に
入
っ
た﹇
図
１
﹈。

２
０
１
８
年
に
は
、業
務
の
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
に
、①

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
シ
ス
テ

ム（
オ
ビ
リ
ン
ポ
ー
タ

ル
）、②
経
費
精
算
シ

ス
テ
ム
、③
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導

入
に
取
り
組
ん
だ
。上

記
３
点
の
導
入
・
構

築
に
よ
り
、ス
ケ
ジュ
ー

ル
管
理
・
タ
ス
ク
管

理
・
会
議
室
予
約
・

稟
議
等
の
各
種
決
裁

及
び
各
種
申
請
の
電

子
化
が
促
進
さ
れ
、紙

伝
票
に
よ
る
立
替
精

算
・
旅
費
申
請
の
廃
止

（
経
費
精
算
）、キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
会
議
開
催（
Ｗｅ
ｂ
会
議
）を

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
なっ
た
。

２
０
１
９
年
に
は
２
０
１
８
年
に
構
築
し
た
基
盤
の
定
着
と
更

な
る
作
り
込
み
に
着
手
。具
体
的
に
は
、「
各
種
申
請
メ
ニュ
ー
の

拡
大
」「
経
費
精
算
シ
ス
テ
ム
と
会
計
シ
ス
テ
ム
の
連
動
」「
デ
ス ［図１］桜美林学園ワークスタイル改革／ペーパーレスプロジェクト

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の

取
り
組
み
と
今
後
の
展
開

和
田 

満

学
校
法
人
桜
美
林
学
園
総
務
部
長
・

総
合
企
画
部
長
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ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
の
順
次
廃
止
と
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
化（
教
職
員
一
人
一

台
貸
与
）」「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
勤
怠
管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
化（
オ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
ジ
ョ
ブ
の
推
進
）」「
オ
フ
ィ
ス
環
境
改
革（
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス
化
に
よ
る
紙
媒
体
の
削
減
）」な
ど
で
あ
る
。年
度
の
途
中
で

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
世
界
的
に
広
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、２
０
２
０
年
年
明
け
に
は
更
に
取
り
組
み
が
加
速
化
さ
れ
る
こ

と
に
なっ
た
。

２
０
２
０
年
〜
２
０
２
１
年
、Ｖ
Ｐ
Ｎ（V
irtual Private 

N
etw
ork

）導
入
に
よ
り
学
園
外
か
ら
学
園
内
業
務
環
境
への
ア

ク
セ
ス
を
可
能
と
し
、Ｗｅ
ｂ
会
議
を
活
用
す
る
こ
と
で
緊
急
事

態
宣
言
下
で
の
専
任
教
職
員
の
在
宅
勤
務
の
即
時
実
現
を
可
能

と
し
た（
２
０
２
０
年
４
月
８
日
発
令
、４
月
18
日
よ
り
在
宅
勤

務
実
施
）。ま
た
、こ
れ
ま
で
部
署
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
学
生

情
報（
受
験
〜
入
学
者
デ
ー
タ
、海
外
派
遣
・
受
入
留
学
者
デ
ー

タ
、就
職
活
動
用
学
生
デ
ー
タ
な
ど
）を
基
幹
学
生
情
報
デ
ー
タ

と
合
わ
せ
て
一
元
化
す
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト（
文
部
科
学
省
Ｐ
ｌｕｓ-

Ｄ
Ｘ
採
択
事
業
）を
進
め
る
と
と
も
に
、人
事
情
報
シ
ス
テ
ム
、経

営
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
）の
導
入
、経
営
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
財
務
状
況
の
可
視
化（
〜
２
０
２
２
年
度
以
降

も
発
展
拡
大
）な
ど
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。緊
急
事
態

宣
言
が
続
く
中
で
も
、着
々
と
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
的
業
務
効
率
の
改

善
か
ら
教
職
員
の
意
識
改
革
と
し
て
新
た
な
展
開
を
同
時
に
進
め

て
き
て
い
る
。そ
れ
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ムへの
取
り
組

み
で
あ
る
。現
在
は
法

人
５
部
署（
総
務
、人

事
、情
報
シ
ス
テ
ム
、

経
理
、施
設
管
理
）よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

以
上
、２
０
１
７
年

か
ら
２
０
２
１
年
ま
で

の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改

革
の
変
遷
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し

て
表
す
と﹇
図
２
﹈の

よ
う
に
な
る
。

次
に
、こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
総
括
と

そ
れ
に
よ
り
見
え
て

［図 2］ワークスタイル改革の変遷
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き
た
課
題
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

� 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
推
進
に
つ
い
て

ま
ず
、明
ら
か
に
可
視
化
さ
れ
た
点
を
挙
げ
る
と
業
務
ス
ペ
ー

ス
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ
る
。﹇
図
３
﹈の
よ
う
に
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改

革
以
前
と
改
革
後
の
業
務
ス
ペ
ー
ス
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
こ

と
が
分
か
る
。こ
の
変
化
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る
点
が
大
き
い
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
普
及
は
学
園
全
体
の
取
り
組
み
と
し
、最
初
は

大
き
く
目
標
設
定
し
た
。２
０
１
８
年
度
削
減
目
標
50
％
に
対
し

52
・
６
％
を
達
成
。翌
年
度
以
降
は
少
し
ず
つ
、し
か
し
継
続
的
に

（
夏
や
冬
休
み
前
後
の
集
中
作
業
期
間
設
定
な
ど
）執
り
行
う
年

間
行
事
の
一
つ
と
し
て
実
施
。そ
の
た
め
に
も
、無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
、ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
配
布
、Ｗｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
下
支

え
と
し
て
必
要
と
な
っ
た
。ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
り
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
の
空
間
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ

に
モ
ノ
を
置
か
な
い
こ
と
で
紙
な
ど
を
置
く
場
所
が
無
く
な
って
い

く
好
循
環
を
自
然
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。全
体
で
一
斉
に
、

強
制
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、少
し
ず
つ
パ
イ
ロッ
ト
ケ
ー
ス
を
見

せ
て
い
く
こ
と
で
、メ
リ
ッ
ト
の
理
解
・
浸
透
を
図
る
取
り
組
み
を

無
理
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

� 

業
務
量
把
握
と
改
善
目
標
に
つ
い
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
協
力
を
得
て
、①
〜
④
の
手
順
で
既

存
の
業
務
種
類
・
業
務
量
・
担
当
者
職
位
・
要
す
る
時
間
等
の

総
合
的
な
把
握
を
全
部
署
で
実
施
し
た（
２
０
１
９
年
度
）。

①
規
程
上
の
業
務
分
掌
を
フ
レ
ー
ム
と
し
、ヒ
ア
リ
ン
グ
を
加
え
て

実
存
す
る
業
務
種
類
を
把
握

②
専
任
職
員
／
派
遣
職
員
／
パ
ー
ト
職
員
の
区
分
で
、各
業
務
を

誰
が
何
時
間
担
当
し
て
い
る
か

［図 3］ペーパーレス⇒フリーアドレス執務室の
順次拡大
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③
そ
の
業
務
時
間
が
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
オ
ペレ
ー

ション
の
３
区
分
に
ど
う
配
分
さ
れ
る
か

④
そ
の
業
務
は
コ
ア
業
務（
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
業
務
な
ど
専
任
職
員

が
主
と
し
て
行
う
業
務
）な
の
か
、ノ
ン
コ
ア
業
務（
コ
ア
業
務
以

外
）な
の
か
を
判
別　

実
施
の
結
果
は﹇
図
４
﹈の
通
り
で
あ
っ
た
。﹇
図
４
﹈か
ら
、本

学
園
に
お
い
て
は
、①
民
間
上
場
企
業
と
比
べて
、ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

業
務
が
10
％
少
な
く
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
が
10
％
多
い
こ
と
、

②
正
規
専
任
職
員
の
ノ
ン
コ
ア
業
務
が
多
く
、か
つ
部
署
に
よ
って

偏
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、シ
ス
テ
ム
化
で
き

る
も
の
は
シ
ス
テ
ムへ
移
行
す
る
取
り
組
み
を
促
進
し
、ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
業
務
と
学
生
対
応
に
割
く
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
。そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
か

を
検
討
し
た
。具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
経
費
精
算
シ
ス

テ
ム
導
入
」「
ア
ル
バ
イ
ト
勤
怠
管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
化
／
ス
マ
ホ
打

刻
の
導
入
」「Slack

の
活
用（
コ
ロ
ナ
禍
の
面
接
で
有
効
活
用
）」

「
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
」「
出
席
／beacon

ア
プ
リ
の
開
発

（
授
業
の
出
席
や
滞
在
時
間
を
把
握
）」な
ど
で
あ
る
。未
だ
改
革

の
途
中
で
は
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、コ
ス
ト
面
に

お
け
る
改
善
が
み
ら
れ
た
。人
事
・
組
織
面
に
お
い
て
は
専
任
職

定義

付
加
価
値

定型 7270.6 時間
（1.4％）
34474.4 時間
（6.6％）

41,745.0 時間
（8.0％）

127,968.0 時間
（24.4％）

355,067.4 時間
（67.6％）

38229.3 時間
（7.3％）
89738.7 時間
（17.1％）

161169.6 時間
（30.7％）
193897.8 時間
（36.9％）

非定型

定型

非定型

定型

非定型

ストラテジー

マネジメント

オペレーション

現状業務量

各種調査・分析を踏ま
えた方針策定、計画立
案、企画作成など今後
の事業展開を定める業
務機能

オペレーション層のモ
ニタリングを踏まえた
統制を行う業務機能

顧客対応、事務処理
などの業務遂行を担う
業務機能

※上記は全て1年あたりの業務量です。

［図 4］業務量（正規専任職員）の測定結果
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員
の
中
途
採
用
を
積
極
的
に
行
い
、コ
ア
業
務
に
重
点
を
お
く
取

り
組
み
を
厚
く
す
る
こ
と
と
し
、パ
ー
ト
職
員
、派
遣
職
員
に
お
い

て
は
補
充
を
行
わ
な
い
取
り
組
み
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
の
総
括
と
課
題
と
し
て
浮
き

上
が
っ
た
点
と
し
て
は
、①
奇
し
く
も
コロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
中
で
、

非
常
に
高
い
効
果
を
発
揮
、②
ア
フ
タ
ー
コロ
ナ
の
働
き
方
改
革
が

見
え
て
き
た
一
方
、通
勤
コ
ス
ト
等
の
検
討
の
必
要
性
、③
多
様
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
若
手
人
材
の
獲
得
を
実
現（
中
途
採
用
の
活
性

化
）、④
改
正
電
子
帳
票
保
存
法
への
未
着
手
面
への
検
討
、⑤
シ

ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
証
、⑥
総
労
働

時
間
・
人
件
費
・
業
務
量
推
移
の
再
把
握
を
行
い
、配
置
人
員
数

の
再
設
計
の
検
討
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

� 

シ
ス
テ
ム
環
境
整
備
か
ら
意
識
改
革
へ

２
０
２
１
年
度
に
開
始
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１（
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム-

要
求
事
項
）への
取
り
組
み
で
あ
る
が
、法
人
５

部
署
よ
り
開
始
し
、２
０
２
２
年
度
に
は
予
備
審
査
を
受
け
、認

証
登
録
審
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。何
よ
り
組
織
に
お
け
る
個
々

人
の
意
識
改
革
が
重
要
と
な
る
。Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
な
ど
を
通
じ
、段

階
を
踏
み
な
が
ら
部
署
ご
と
で
進
め
る
こ
と
に
よって
、業
務
マニュ

ア
ル
の
相
互
確
認
、ス
タ
ッ
フ
間
の
課
題
認
識
〜
改
善
、ス
タ
ッ
フ
相

互
に
よ
る
組
織
目
標
の
再
確
認
へ
と
直
結
し
、一
体
感
と
責
任
感

が
醸
成
さ
れ
る
点
が
大
き
な
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
。こ
の
取
り

組
み
の
目
的
と
目
指
す
べ
き
成
果
を
以
下
の
５
点
と
し
た
。

①
業
務
洗
い
出
し
＝
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
の
低
減
と
働
き
方
改
革

推
進

②
設
定
し
た
目
標
達
成
を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
と
運
用
方
法

の
改
善

③
業
務
運
用
上
の
リ
ス
ク
に
ス
キ
ル
意
識
向
上
と
対
応
方
法
の
改
善

④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
浸
透
、管
理
の
透
明
化
と
健
全
化
、内
部
統

制
や
社
会
的
責
任
な
ど
の
取
り
組
み
を
目
指
し
た
業
務
運
用

体
制
の
改
善

⑤「
目
指
す
姿
」や「
解
決
し
た
い
課
題
」に
取
り
組
め
る「
自
律

型
人
財
」の
育
成

上
記
５
点
を
達
成
す
る
た
め
、５
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
た
。

ス
テ
ッ
プ
１　

仕
組
み
づ
く
り（
桜
美
林
学
園
業
務
運
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
）

　
２
０
２
１
年
７
月
〜
８
月
、事
務
組
織
を「
見
え
る
化
」し
、顧
客

（
顧
客
価
値
）の
再
定
義
を
す
る
。個
々
が
執
り
行
う
業
務
に
つ
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い
て「
何
故
そ
れ
を
行
う
」の
か
。取
り
組
み
に
学
園
規
程
や
法

的
な
根
拠
は
あ
る
か
な
ど
。

ス
テ
ッ
プ
２　

業
務
の
ム
ダ
や
リ
ス
ク
の
低
減

　
２
０
２
１
年
９
月
〜
10
月
、業
務
フ
ロ
ー
図
と
手
順（
規
程
）な

ど
の
見
直
し
。最
も
効
率
的
に
業
務
を
行
う
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。必
要
な
ス
キ
ル
、ソ
フ
ト
ウェア
は
何
か
な
ど
。

ス
テ
ッ
プ
３　

業
務
の
改
善
目
標
設
定
と
達
成
へ
の
実
践

　
２
０
２
１
年
11
月
〜
12
月
、各
事
務
部
門
で
レ
ベ
ル
向
上
を
図

る
。個
人
の
業
務
〜
部
署
の
業
務
・
目
標
の
見
直
し
と
設
定
。

部
署
内
の
共
通
認
識
の
も
と
で
部
署
目
標
と
個
人
の
業
務
と
の

紐
づ
け
確
認
。一
丸
と
な
り
組
織
業
務
に
あ
た
る
環
境
と
意
識
づ

く
り
を
行
う
。

ス
テ
ッ
プ
４　

桜
美
林
学
園
電
子
版
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用　

　
２
０
２
１
年
９
月
〜
12
月
、文
書
管
理
一
元
化
作
業
チ
ー
ム
で
検

討
を
進
め
る
。個
人
・
部
署
の
業
務
マ
ニュア
ル
や
運
用
取
り
組

み
等
ま
と
め
た
文
書
の
電
子
化
、業
務
が
ど
の
よ
う
な
規
程
や
法

令
に
結
び
付
い
て
行
わ
れ
る
の
か
な
ど
を
電
子
化（
規
程
や
法
令

への
リ
ン
ク
な
ど
）す
る
こ
と
で
業
務
運
用
の
効
率
化
を
行
う
。

ス
テ
ッ
プ
５　

改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
実
践
と
第
三
者
認

証
取
得　

　
２
０
２
２
年
１
月
〜
６
月
、プ
ロ
セ
ス
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
実
践
／
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
／
認
証
審
査
準
備
を
行
う
。手
順
確
認
、振

り
返
り
な
ど
も
含
め
て
、ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ツ
ー
ル

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

現
在
、業
務
運
用
マ
ニュア
ル
の
作
成
並
び
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

の
取
得
に
む
け
て
作
業
中
で
あ
り
、将
来
的
に
は
全
学
的
に
取
り

組
む
も
の
と
し
て
い
る
。Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
理
事
長
の
強
い
推
奨
も
あ
り
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
顧
問
を
置
き
、組

織
全
体
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
と
し
て
そ
の
任
に
当
た
って
い
た
だ
い

て
い
る
。先
に
挙
げ
た
５
部
署
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

の
確
認
、及
び
部
署
・
組
織
と
し
て
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
内

部
監
査
研
修
も
始
まっ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
は
決
し
て
新
し
い

も
の
で
は
な
い
も
の
の
、そ
の
取
り
組
み
は
改
め
て
個
人
、組
織
の

業
務
を
見
つ
め
直
す
振
り
返
り
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
あ
り
、

今
後
は
い
か
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
に
か
か
って
い
る
。そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、「
継
続
」で
あ

り
、日
頃
よ
り
個
人
・
組
織
の
業
務
に
課
題
感
を
も
って
取
り
組

む
か
と
い
う
、意
識
づ
く
り
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

実
践
女
子
学
園
は
、１
８
９
９
年
の
建
学
以
来
、自
立
自
営
し

得
る
実
践
的
な
力
を
持
っ
た
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
に
よって
、女

性
の
社
会
的
な
地
位
の
向
上
と
社
会
進
出
に
尽
力
し
て
き
た
。本

学
園
に
と
って
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
先
導
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
社
会
的
使
命
で
あ
り
重
大
な
責
務
で
あ

る
と
の
考
え
の
も
と
、教
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
って
き
た
。

� 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
と
そ
の
利
用
状
況

本
学
園
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、２
０
１
６
年
４
月
に
専
任

職
員
を
対
象
に
導
入
し
た「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
」が
あ

る
。そ
の
名
の
通
り
、職
員
の
お
の
お
の
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な

働
き
方
を
可
能
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、育
児
、介
護
、本
人
お
よ
び
家
族
の
傷
病
の
療
養
・

看
病
を
理
由
と
し
て
、所
定
労
働
時
間
も
し
く
は
勤
務
日
数
の
短

縮
を
可
能
と
し
て
い
る
。利
用
で
き
る
期
間
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
、

育
児
の
場
合
は
、対
象
と
な
る
子
供
が
小
学
校
６
年
生
を
終
了
す

る
ま
で
、介
護
や
傷
病
の
場
合
は
、そ
の
事
由
が
消
滅
す
る
ま
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。時
間
や
日
数
の
短
縮
は
、所
定
労
働
時
間

に
つ
い
て
は
１
日
１
時
間（
労
働
時
間
６
時
間
25
分
）、１
日
２
時
間

（
労
働
時
間
５
時
間
25
分
）、１
日
３
時
間（
労
働
時
間
４
時
間
30

分
）の
い
ず
れ
か
、所
定
勤
務
日
数
につい
て
は
、１
週
間
に
付
き
１
日

（
勤
務
日
数
週
４
日
）、１
週
間
に
付
き
２
日（
勤
務
日
数
週
３
日
）

の
い
ず
れ
か
で
、５
つ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択
で
き
る
。

本
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
の
原
則

に
よ
り
、短
縮
し
た
時
間
や
日
数
に
応
じ
て
基
本
給
を
減
額
す
る

こ
と
と
し
、退
職
金
の
算
定
に
あ
た
って
も
勤
続
年
数
の
算
出
に
反

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
の

今
後
の
展
開冨

来 

清
貴

学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
理
事
・
総
務
部
長
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映
さ
せ
て
い
る
。

利
用
状
況
は
、制
度
導
入
時
以
降
10
人
弱
で
推
移
し
て
お
り
、

現
在（
２
０
２
１
年
12
月
末
）も
専
任
職
員
数
84
人
に
対
し
て
８
人

と
お
よ
そ
１
割
の
利
用
率
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
を
集

計
す
る
と
、育
児
で
の
利
用
が
全
体
の
70
％
を
占
め
、次
い
で
本
人

傷
病
が
25
％
で
残
り
が
介
護
で
あ
る﹇
図
１
﹈。男
女
別
で
は
女
性

の
利
用
が
75
％
で
あ
る
。

� 

利
用
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
今
後
の
課
題

本
制
度
は
導
入
後
６
年
目
に
入
り
、制
度
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
る
。一
度
き
り
の
利
用
や
複
数
年
の
利
用
を
含
め
、こ
れ
ま
で

14
名
の
専
任
職
員
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

制
度
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
制
度
の
改
善
を
検
討
す
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。そ
の
結
果
か
ら
判
明
し
た
課

題
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、本
制
度
の
利
用
者
は
基
本
的
に
は
時
間
外
勤
務
を
行
わ

な
い
こ
と
と
な
って
い
る
が
、繁
忙
時
に
は
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、

時
間
外
勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
部
署
や
、専
任
職
員
が
少
な
い

部
署
で
は
、周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
く
、こ
の
制

度
の
利
用
が
難
し
い
と
の
意
見
も
あっ
た
。

ま
た
、利
用
者
が
在
籍
す
る
部
署
に
は
、そ
れ
に
見
合
う
臨
時
職

員
の
配
置
等
の
補
完
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、育
成
に
係
る
負

担
等
を
考
慮
し
補
完
を
求
め
な
い
部
署
が
多
く
、そ
の
よ
う
な
場

合
は
業
務
分
担
の
見
直
し
や
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

実
際
に
は
周
り
の
職
員
の
負
担
が
増
え
る
状
況
と
なって
い
る
よ
う

で
あ
る
。制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
観
点
か
ら
も

0
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8
（人）
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育児 傷病 介護

［図１］利用者数の推移
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対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 一
方
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
制
度
導
入
の
効
果
と
し
て
改
め
て
確

認
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
の
原
則
に
よ
り
短
縮
す
る
時
間
に
応
じ

て
基
本
給
を
減
額
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、制
度
利
用
の
後
押
し
に

なって
い
る
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。

ま
た
、本
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よって
、繁
忙
期
で
あ
って
も

自
分
の
業
務
を
計
画
通
り
進
め
れ
ば
、基
本
的
に
は
定
時
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る
と
制
度
を
評
価
す
る
意
見
も
多
かっ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、本
制
度
は
利
用
者
に
と
って
な
く
て
は
な
ら

な
い
制
度
と
な
って
は
い
る
が
、今
後
も
円
滑
に
利
用
さ
れ
る
た
め

に
は
、制
度
の
利
用
が
周
り
の
職
員
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

の
な
い
よ
う
な
改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

� 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、大
学
職
員
の
働
き
方
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
なっ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
や
休
校
要
請
に
よ
り
、従
来
ど
お
り
の
働
き
方

が
で
き
な
い
事
態
と
な
り
、本
学
園
で
も
急
遽
在
宅
勤
務
の
体
制

を
整
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。貸
与
用
の
パ
ソ
コ
ン

の
手
当
等
在
宅
で
勤
務
が
可
能
な
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
に
よ

り
、大
き
な
混
乱
な
く
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
学
園
に
お
い
て
の
在
宅
勤
務
は
、緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
等

必
要
な
場
合
に
学
園
の
指
示
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
人
や
部
署
か
ら
の
申
請
に
よ
る
利
用
は
認
め
て
い
な
い
。

背
景
と
し
て
は
、対
面
授
業
を
原
則
と
し
、学
生
が
出
校
す
る
こ

と
を
前
提
に
す
れ
ば
、そ
れ
に
伴
い
多
く
の
部
署
で
事
務
職
員
も

出
校
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
が
あ
る
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
と
の
併
用
に
よ
る
教
室
運
用
や
感
染
防
止
対
策
等
出
校
が

必
要
な
業
務
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

 

一
方
、コロ
ナ
禍
の
影
響
と
し
て
出
校
で
き
な
い
、集
ま
れ
な
い
と

い
う
業
務
上
の
制
約
が
業
務
の
効
率
化
を
進
め
た
面
も
あ
る
。

本
学
園
で
は
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
一
気
に
進
み
、現
在

で
は
理
事
会
・
評
議
員
会
を
含
め
ほ
ぼ
全
て
の
会
議
が
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、稟
議
の
決
裁
手
続
き
も
イ
ン
ト
ラ

ネット
型
グ
ル
ー
プ
ウェア（
サ
イ
ボ
ウ
ズ 

ガ
ル
ー
ン
）の
ワ
ー
ク
フロ
ー

と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
決
裁
に
全
面
移
行
し
た
。

こ
の
よ
う
に
効
率
化
が
進
ん
だ
面
が
あ
っ
た
が
、事
務
職
員
の

業
務
量
は
全
体
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
も
増
加
し
て
い
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る
と
思
わ
れ
る
。

� 

働
き
方
改
革
に
向
け
て

コロ
ナ
禍
に
よ
り
、業
務
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
働
き
方
改

革
を
進
め
る
た
め
に
は
、そ
の
前
提
と
し
て
業
務
の
効
率
化
や
生
産

性
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
。

ま
た
、多
忙
な
中
で
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、

助
け
合
い
の
精
神
が
必
要
で
あ
る
が
、更
に
助
け
合
え
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
業
務
の
標
準
化
や
互
換
性
の
向
上
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

特
に
、本
学
園
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
に
お
い
て
は
、利

用
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、円
滑
な
利
用

の
た
め
に
は
、周
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
連
携
を
容
易
に
す
る
対
応
が

必
要
で
あ
る
。特
定
の
部
署
や
担
当
者
に
過
大
な
負
担
を
強
い
る

よ
う
で
は
、継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。お
互
い

様
と
理
解
し
合
い
な
が
ら
、利
用
者
の
所
属
す
る
部
署
内
で
は
業

務
分
担
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
る
。そ
れ
が
無
理
な
く
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、そ
の
前
提
と
し
て
、業
務
の
標
準
化
や「
み
え
る

化
」に
よ
り
引
継
や
連
携
を
容
易
に
し
、専
任
職
員
と
有
期
雇
用

の
職
員
が
連
携
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
学
園
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
の
利
用
者
は
、育
児
を

理
由
と
し
た
利
用
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、女
性
の
利
用
が
大
部
分

を
占
め
て
い
る
。育
児
休
業
の
取
得
に
つ
い
て
も
、本
学
園
に
お
い

て
は
現
状
、女
性
の
取
得
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、こ
の
点
は
改
善

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

男
女
を
問
わ
ず
、誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

働
き
方
改
革
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
観
点
か
ら
、制
度
を
更
に
進
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、職
員
の

意
識
改
革
も
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、誰
も
が
制
度
を
利
用
し

や
す
い
環
境
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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大学職員のワークスタイル ―ニューノーマル時代の働き方を考える―

は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、社
会
全
体
の
働
き
方
に
も
大
き
く
変
化

が
生
じ
て
い
る
。一
般
的
に
在
宅
勤
務
への
理
解
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
ほ
か
、民
間
企
業
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
た
人
事
制
度

の
改
正
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
が
話
題
に
なって
き
た
。

 一
方
で
、上
智
学
院（
以
下
、「
本
学
」と
表
記
）で
は
、コロ
ナ
禍

前
よ
り
以
下
の
例
に
示
す
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

２
０
１
５
年
度
〜
：
理
事
会
を
含
む
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

２
０
１
８
年
度
〜
：
在
宅
勤
務
の
試
験
導
入

２
０
１
９
年
度
〜
：
学
生
窓
口
対
応
時
間
の
短
縮
、O

ffice

３
６
５
導
入
・
教
職
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、本
学
で
は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
若

手
・
中
堅
職
層
の
職
員
に
よ
り
、全
学
的
な
部
署
横
断
型
の「
働

き
方
改
革
プ
ロ
ジェク
ト
」を
立
ち
上
げ
、将
来
を
見
据
え
た
検
討

を
進
め
て
き
た
。本
稿
で
は
、発
足
の
経
緯
・
活
動
内
容
な
ど
に
触

れ
つつ
、こ
れ
か
ら
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

� 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
経
緯

本
学
で
は
、２
０
１
０
年
よ
り
、教
員
と
職
員
が
自
発
的
に
行
う
協

働
プ
ロ
ジェク
ト「
教
職
協
働
イ
ノ
ベ
ー
ション
研
究
」を
推
進
し
て
い

る
。筆
者
を
含
む
教
職
員
11
名
は
、こ
の
研
究
に
応
募
し
、２
０
１
８

年
11
月
か
ら
１
年
間「
職
員
の
働
き
方
改
革
」を
テ
ー
マ
に
検
討
を

行った
。こ
れ
は
、後
の
プ
ロジェク
ト
活
動
のベー
ス
と
なって
い
る
。

ま
た
、例
年
、研
究
活
動
の
最
後
に
は
、常
務
会（
常
任
理
事

会
）・
局
長（
部
長
）会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
提
案
す
る
機
会

が
与
え
ら
れ
る
。こ
の
場
を
活
用
し
、筆
者
は「
10
年
後
の
上
智
の

た
め
に
も
、若
手
・
中
堅
職
層
の
職
員
に
よ
る
部
署
横
断
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、集
中
的
に
働
き
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

若
手
・
中
堅
職
員
に
よ
る

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

―
上
智
学
院
・
働
き
方
改
革
宣
言
の

　
策
定
と
そ
の
取
り
組
み
事
例
―

千
野 
雅
裕

学
校
法
人
上
智
学
院
人
事
局
主
幹（
業
務
改
革
担
当
）・

総
務
局
総
務
グ
ル
ー
プ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
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要
で
は
な
い
か
」と
必
要
性
を
訴
え
た
。こ
の
後
、学
内
で
は
正
式

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
が
承
認
さ
れ
、２
０
２
０
年
２
月
・
３
月
に

公
募
で
集
ま
っ
た
約
20
名
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
なっ
た
。

� 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
体
制

プ
ロ
ジェク
ト
は
、２
０
２
０
年
４
月
に「
環
境
・
制
度
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

「
業
務
の
見
直
し
・
委
託
化
」の
３
チ
ー
ム
で
ス
タ
ー
ト
し
、筆
者

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
般
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
体
制
と
し
た
。一
方

で
、縦
割
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、情
報
はM

icrosoft Team
s

上
で
共
有
し
、チ
ー
ム
を
跨ま
た
がって

自
由
に
意
見
交
換
を
行
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
。

な
お
、業
務
上
関
わ
り
の
深
い
人
事
局
・
情
報
シ
ス
テ
ム
室
に

は
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
関
わ
って
も
ら
い
、必
要
な
知
見
や
情
報
提

供
を
依
頼
し
た
。ま
た
、関
係
す
る
グ
ル
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
長（
課

長
）に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、課
題
や
具
体
的
な
提
案
事
項
を

検
討
す
る
際
に
都
度
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、中
間
提
案
を
取
り
ま
と
め
た
２
０
２
０
年
10
月
に
は
、体

制
の
充
実
化
の
た
め
、小
委
員
会
へ
発
展
的
に
改
組
し
た﹇
図
１
﹈。

分
か
り
や
す
さ
の

観
点
か
ら「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う

呼
称
は
残
し
つ
つ
、

教
員
委
員
や
学
外

の
企
業
の
経
営
層

経
験
者
も
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
加

わ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

知
見
を
取
り
入
れ

て
い
る
。

ま
た
、重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る「
学

生
対
応
」「
職
員

の
意
識
改
革
」に
つ
い
て
は
、各
チ
ー
ム
か
ら
の
有
志
が
横
断
的
に

参
加
す
る
形
で
、ユ
ニッ
ト
形
式
で
検
討
・
提
案
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、２
０
２
１
年
５
月
に「
中
間
提
案
を

実
行
す
る
た
め
の
提
案
書
」、２
０
２
２
年
３
月（
予
定
）に

「
最
終
提
案
書
」を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、関
係
会
議
体
で
も

説
明
し
て
い
る
。
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［図１］プロジェクトから小委員会への発展的改組
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大学職員のワークスタイル ―ニューノーマル時代の働き方を考える―

� 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
と「
改
革
宣
言
」の
策
定

⑴
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
た
優
先
検
討
事
項

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
当
時
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
り
、メ
ン

バ
ー
も
イ
レ
ギ
ュラ
ー
業
務
に
追
わ
れ
て
い
た
。一
方
で
、「
お
互
い

の
顔
が
見
え
な
い
中
、職
員
が
何
を
思
って
い
る
の
か
知
り
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、２
０
２
０
年
６
月
に
全
職
員
に
対
し
て
在
宅
勤
務

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た（
回
答
率
：
７
割
程
度
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え
、優
先
的
に
検
討
し
た
事
項
は
、

①
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入（
在
宅
で
も
決
裁
を
滞
ら
せ
な
い
）

②
働
き
方
が
変
わ
る
中
で「
み
ん
な
で
」守
る
ル
ー
ル
の
策
定

③
役
員
・
役
職
者
を
含
め
て「
働
き
方
改
革
を
全
学
的
に
進
め

る
」と
い
う
意
思
表
示
の
明
確
化

の
３
点
だっ
た（
③
は
詳
細
を
後
述
す
る
）。

ま
ず
、①
に
つ
い
て
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
商
品
選
定
を
行
い
、

役
員
・
局
長
に
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ション
し
た
う
え
で
、２
０
２
０

年
10
月
か
ら
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。現
在
で
は
、ほ
ぼ

全
て
の
部
署
で
利
用
で
き
る
状
態
に
し
て
お
り
、稟
議
や
文
書
回

覧
な
ど
の
確
認
ス
ピ
ー
ド
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、②
に
つ
い
て
も
、M

icrosoft Team
s

の
使
い
方
や
お

互
い
に
気
持
ち
よ
く
働
く
上
で
の
注
意
点
な
ど
具
体
的
な「
心
が

け
集
」を
作
成
し
、学
内
で
公
表
し
た（
２
０
２
１
年
１
月
・
９
月

作
成
、10
月
改
定
）。色
々
な
職
員
か
ら
、「
共
通
認
識
が
あ
る
こ
と

で
、仕
事
が
や
り
や
す
く
なっ
た
」等
の
反
響
を
得
て
い
る
。

⑵
働
き
方
改
革
宣
言
の
策
定

さ
て
、働
き
方
改
革
が
進
ん
で
い
る
他
大
学
・
官
公
庁
・
民
間

企
業
等
を
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、「
ト
ッ
プ
や
役
職
者

の
分
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
」が
共
通
事
項
と
し
て
見
ら

れ
た
。ま
た
、前
述

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
自
部
署
だ
け
で
進

め
て
も
、他
部
署
の

協
力
が
な
い
と
難
し

い
」「
法
人
全
体
で

進
め
る〝
お
墨
付
き
〞

が
あ
れ
ば
、遠
慮
せ

ず
に
上
司
に
提
案
で

き
る
」と
い
う
声
が

多
く
、優
先
的
に
検

討
に
着
手
し
た
。

［図 2］働き方改革宣言
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Special feature

改
革
宣
言
は
プ
ロ
ジェク
ト
で
策
定
し
、２
０
２
０
年
12
月
に
学

内
承
認
を
得
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。循
環
が「
建
学
の
理

念
」実
現
に
繋
が
って
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。ま
た
、働
き

方
改
革
を
進
め
る
た
め
の
１４
の
取
り
組
み
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ロ
ゴ
を

意
識
し
、分
か
り
や
す
さ
を
追
求
し
た﹇
図
２・３
﹈。

さ
ら
に
、こ
れ
と
同
時
に
、プ
ロ
ジェク
ト
が
文
案
を
提
案
す
る
形

で
、全
局
長
・
全
グ
ル
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
長
の
連
名
で
、全
職
員
向

け
に
対
し
て
の
メッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。具
体
的
に
は
、

①
全
学
的
な
観
点
で
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く

②
失
敗
を
恐
れ
ず
に
提
案
し
て
ほ
し
い

③
お
互
い
に
信
頼
と
傾
聴
の
姿
勢
で
進
め
て
い
き
た
い

等
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
に
よ
り
、「
今
ま
で
話
を
す
る
の
を

遠
慮
し
て
い
た
働
き
方
改
革
の
話
が
、部
署
内
で
し
や
す
く
な
っ

た
」等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

⑶
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、改
革
宣
言
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
一
環

と
し
て
、約
３
か
月
か
け
て
全
部
署
を
回
り
、全
て
の
所
属
長
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。こ
こ
で
得
ら
れ
た
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
は

40
ペ
ー
ジ
を
超
え
、２
０
２
１
年
12
月
に
学
内
で
公
表
し
、各
部
署

で
の
さ
ら
な
る
検
討
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。以
下
は
、

具
体
的
な
取
り
組
み
の
例
で
あ
る
。

・・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
た
学
生
対
応
の
工
夫

（
窓
口
提
出
書
類
の
削
減
、面
談
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
・
実
施
、

手
引
や
説
明
会
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
、な
ど
）

・・
在
宅
時
で
も
オ
フ
ィ
ス
と
同
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

�

லহ峼崟嵛崿嵓
峕峁峲岰

�
ঽ൅৓峕঵ਜ
峼ຄষ峁峲岰

�

nঽഞிભ嵣
ঽഞଵ৶ચৡ
岶૑೼|

�
嵁崮嵑嵛峒଄ু岝૚਼
৻峘ਘ峩峼ে岵峇岰

�
৾ে੍ର峘ಌ峔峵
਱঱嵣ੵ୏峼峁峲岰

�
崒嵛嵑崌嵛崬嵤嵓峼
岿峳峕ણ৷峁峲岰

�

৞ෟ峔崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛
峼ਔ௙峁峲岰

��

঱ఘ峙৖ৣ岶ૌ੎峔
ௌ௮峒峔峳峔岮峲岰峕

ଵ৶峁峲岰

��
঱ఘ峙岝৖ৣ峘ਛટ峮
崿嵕崣崡峼峬峍峐
ඐਜ௬੼峼峁峲岰

��

঵ਜ峘ৄઉ峁٭
੻౏৲峼ਤ峫峲岰

��

嵂嵤崹嵤嵔崡峢峘
୎ষ峼ජೲ峁峲岰

�

崒崽崋崡峑ৰ઱峃峵லহ峒
૔୧ඐਜ峑峃峵லহ峼
৐峬峍峐ତ৶嵣યী峁峲岰

�
঵ਜ峼崝嵅嵤崰峁岬
岲峵லੌ峩峼੿峷岰

�

௮岷্੝୓峼ਤ峫峵峉峫峘|��峘਄峴ੌ峩|

௮岷峮峃岿峒岝েਓਙ਱
঱峘૏্峼ৰਠ峁峲岰

��

:LQ :LQ

nৌએ峘ভਵ峒
崒嵛嵑崌嵛峘ੌ峩
়峹峅峑஍ટপ|

லহ峘嵆崮嵒崊嵒崮崋
峼ੳ௙峁岝ك੎ਏୖ਻ق
ર੔ದਜ਼峼峎岻峲岰

଄ু
嵁崮嵑嵛¼

੎ਏآ
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大学職員のワークスタイル ―ニューノーマル時代の働き方を考える―

し
、現
在
で
も
オ
フ
ィ
ス
勤
務
と
在
宅
勤
務
を
併
用

・・M
icrosoft Team

s

等
に
よ
る
職
員
間
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

活
性
化

・・
理
事
会
等
を
含
む
、会
議
・
打
合
せ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
と

さ
ら
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
推
進（
ほ
と
ん
ど
の
部
署
で
実
施
）

⑷
職
員
の「
声
」を
聞
き
、理
解
を
浸
透
す
る
た
め
に

　
（
概
要
の
み
後
述
の
通
り
、例
示
す
る
。）

①
２
０
２
１
年
６
月「
働
き
方
」ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

前
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
の
比
較（
主
に
、オ
フ
ィ
ス
勤
務

と
在
宅
勤
務
の
業
務
生
産
性
の
確
認
）や
職
員
の
理
念
・
価
値
観

を
確
認
し
、結
果
を
11
月
に
学
内
で
公
表
し
た
。

価
値
観
は
人
に
よ
り
千
差
万
別
で
あ
る
。一
つ
の
型
に
押
し
込

む
の
で
は
な
く
、そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
発
揮
に
繋
げ
ら
れ
る
か
、現
在
も
検
討
中
で
あ
る
。

②
ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
定
期
刊
行
・
説
明
会
の
定
期
実
施

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
た
め
、漫

画
形
式
の
ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
や
、プ
ロ
ジェク
ト
提
案
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

③〝
み
ん
な
〞で
働
き
方
を
考
え
る
座
談
会（
対
話
会
）

所
属
長
は
前
述
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
直
接
課
題
を
確
認
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
係
長
）や
担
当
者
に
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

以
外
で
直
接
意
見
を
聞
く
機
会
が
な
かっ
た
。

そ
こ
で
、２
０
２
１
年
11
月
に
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
座
談
会

（
対
話
会
）を
実
施
し
た
。延
べ
60
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、参
加

者
か
ら
は
他
部
署
と
の
交
流
の
必
要
性
や
本
音
ベ
ー
ス
で
の
意
見

交
換
への
感
謝
、継
続
実
施
希
望
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

� 

意
識
改
革（
行
動
変
革
）の
た
め
に

さ
て
、働
き
方
改
革
の
中
で
、必
須
か
つ
最
も
難
し
い
課
題
は
、意

識
改
革（
行
動
変
革
）だ
と
感
じ
て
い
る
が
、本
学
で
も
道
半
ば
だ
。

こ
れ
ま
で
の
諸
活
動
を
通
し
て
、意
識
改
革（
行
動
変
革
）に
は
、

﹇
図
４
﹈に
示
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

全
て
の
意
識
改
革
の
基
本
と
な
る「
信
頼
・
傾
聴
」を
、他
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
共
に
留
意
し
、こ
れ
ら
を
折
に
触
れ
て
振
り
返
る
こ
と

で
、各
自
の
行
動
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　一
方
で
、意
識
改
革（
行
動
変
革
）は
、あ
る
日
を
境
に
突
然
進

む
こ
と
は
な
く
、定
期
的
に
説
明
や
対
話
を
重
ね
て
い
く
よ
う
な

地
道
な
行
動
が
、結
局
は
近
道
な
の
だ
と
考
え
る
。事
実
、筆
者
も

前
述
の
説
明
会
な
ど
で
繰
り
返
し
話
を
す
る
こ
と
で
、だ
ん
だ
ん
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Special feature

と
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
実
感
す
る
か
ら
だ
。こ
の
課
題
は
一
律
の

答
え
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、今
後
も
追
究
し
て
い
く
。

お
わ
り
に

間
接
的
な
効
果
と
し
て
、本
プ
ロ
ジェク
ト
が
進
む
に
つ
れ
、各
部

署
で
も
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
り
、課
題
を
部
署
横
断
で
検
討

し
た
り
す
る
雰
囲
気
が
少
し
ず
つ
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。そ
れ

ら
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
課
題
は
あ
る
が
、さ
ら
に
職

員
の
意
識
が
前
向
き
に
な
る
た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

さ
て
、最
後
に
、改
革
宣
言
に
掲
げ
た「
①
教
育
研
究
活
動
の
推

進（
学
生
・
社
会
へ
の
還
元
）」と「
②
職
員
の
多
様
な
働
き
方
の

実
現
や
働
き
が
い
・
満
足
度
の
向
上
」の
両
立
、ま
た
、全
て
の
循

環
を
建
学
の
理
念
に
繋
げ
た
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

 一
般
的
に
働
き
方
改
革
で
は
、②
に
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、学
校

法
人
と
し
て
は
①
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。つ
ま
り
、働
き
方

改
革
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
時
間
で
、「
い
か
に
学
生
に
還
元
で
き
る

か
」を
考
え
続
け
る
こ
と
、そ
れ
こ
そ
が
学
校
法
人
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
意
義
で
あ
り
、建
学
の
理
念
の
実
現
に
も
繋
が
る
と
考

え
て
い
る
。こ
の
視
点
も
あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、学
生
に
も
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、学
生
な
ら
で
は
の
観
点
を
ふ
ま
え
た
提
案
も
検

討
し
て
き
た
。

本
学
で
の
取
り
組
み
も
、ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か
り

だ
。長
期
的
な
視
点
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
十
分
に
認

識
し
、法
人
全
体
と
し
て
、今
後
も
学
生
の
た
め
の
働
き
方
改
革

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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大学職員のワークスタイル －ニューノーマル時代の働き方を考える－

は
じ
め
に

金
沢
大
学
は
、教
育
研
究
に
お
け
る

様
々
な
改
革
を
進
め
て
お
り
、つ
い
に
は
、

業
務
ス
ペ
ー
ス
の
改
革
に
も
着
手
し
、国

立
大
学
法
人
と
し
て
は
初
と
な
る（
本

学
調
べ
）、事
務
室
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化

を
実
現
し
た
。実
現
ま
で
の
経
緯
な
ど

内
容
は
、動
画
配
信
サ
イ
ト（
本
学
公
式

チ
ャン
ネ
ル
）に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、こ
こ
で
は
経
緯
や
そ
の
後
の

効
果
につい
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

� 

き
っ
か
け
は
、ふ
と
し
た
一
言
か
ら

最
初
か
ら
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
実
現
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
。

「
も
っ
と
仕
事
を
や
り
や
す
く
し
た
い
」だ
と
か「
お
し
ゃ
れ
な
空

間
で
仕
事
が
し
た
い
」と
い
う
単
純
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。そ
し

て
こ
の
思
い
が
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
機
に
更
に
大

き
く
な
り
、動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
２
０
２
０（
令
和
２
）年
１
月
に
国
内

で
確
認
さ
れ
、本
学
が
あ
る
石
川
県
で
も
２
月
に
確
認
さ
れ
た
。学

生
を
は
じ
め
関
係
業
者
な
ど
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
事
務
部

も
例
に
漏
れ
ず
、学
生
向
け
の
部
署
だ
け
で
な
く
す
べて
の
部
署
に

お
い
て
感
染
症
対
策
を
とっ
た
。作
業
デ
ス
ク
に
仕
切
り
を
設
置
し

個
人
ブ
ー
ス
化
し
た
り
、デ
ス
ク
間
で
距
離
を
取
っ
た
り
、会
議
室

や
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
今
ま
で
事
務
ス
ペ
ー
ス
で
な
か
っ
た
場
所

を
事
務
室
化
す
る
こ
と
と
なっ
た
。感
染
症
対
策
は
可
能
と
なっ
た

も
の
の
、デ
ス
ク
の
隣
人
の
顔
す
ら
見
え
な
く
な
り
、声
も
届
き
に

く
い
状
況
と
なっ
た
の
で
あ
る
。

今
ま
で
ど
お
り
の
業
務
効
率
を
維
持
で
き
ず
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
取
り
に
く
く
な
っ
た
こ
と
への
不
満
が
募
る
一
方
で
、こ
れ

も
仕
方
の
な
い
こ
と
と
し
て
や
り
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う
な
面
も

フリーアドレス化 紹介動画

詳しくは
こちら

選
択
肢
の
気
付
き
・
許
容

―
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
効
果
と
し
て
―

内
野 

匡
貴

国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学

企
画
評
価
室
主
任
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あっ
た
。そ
ん
な
と
き
に
あ
る
職
員
が「
デ
ス
ク
の
仕
切
り
を
な
く
そ

う
と
思
う
」と
言
っ
た
。初
め
は
冗
談
か
と
思
っ
た
が
、こ
の
一
言
か

ら
今
回
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
が
実
現
す
る
こ
と
と
なった
の
で
あ
る
。

� 
何
の
た
め
に
、何
を
し
た
い
か

ま
ず
は
何
を
解
決
し
た
い
の
か
を
話
し
合
っ
た
。業
務
中
の
職

員
の
距
離
を
作
る
た
め
に
失
わ
れ
た
打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
の
復
活
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、作
業
効
率
の
ア
ッ
プ
な
ど
の
意
見
が

出
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
実
現
も
大
前
提
は
、感
染
症
対
策
の
維

持
で
あ
る
。こ
こ
が
崩
れ
る
と
コ
ロ
ナ
禍
で
は
何
を
や
って
も
意
味

が
な
い
。あ
く
ま
で
感
染
症
対
策
が
行
わ
れ
た
上
で
目
標
に
向
け

て
動
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

目
標
を
設
定
し
課
題
が
見
え
て
き
た
。こ
う
し
て
模
索
す
る
中

で
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

� 

感
染
症
対
策

今
回
の
目
標
達
成
に
お
い
て
大
前
提
と
な
る
感
染
症
対
策
と
フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
の
は
、正
対
し
な
い

座
席
位
置
と
手
で
触
る
道
具
の
個
人
専
有
化
で
あ
る
。

多
く
の
事
務
室
は
係
ご
と
に
集
ま
って
デ
ス
ク
で
四
角
形
の「
シ

マ
」を
作
る
。こ
の
と
き
に
職
員
同
士
が
正
対
す
る
位
置
と
な
る
が
、

今
回
は
背
を
向
け
る
配
置
と
し
た
。デ
ス
ク
に
座
る
と
窓
や
壁
を
向

く
配
置
だ
。ま
た
、ブ
ー
メ
ラ
ン
型
デ
ス
ク
を
用
い
て
、正
対
し
な
い
三

角
形
の「
シマ
」を
作
り
、飛
沫
感
染
対
策
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

道
具
の
個
人
専
有
化
に
つ
い
て
は
、席
の
移
動
に
合
わ
せ
て
キ
ー

ボ
ー
ド
、マ
ウ
ス
、イ
ス
な
ど
も

移
動
す
る
こ
と
と
し
た
。デ
ス
ク

の
使
用
を
終
え
る
際
に
は
、ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
こ
と
と
し
、

固
定
席
の
と
き
よ
り
も
消
毒
頻

度
を
多
く
し
、接
触
感
染
対
策

を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

� 

準
備
さ
れ
た
環
境

本
構
想
を
考
え
始
め
た
と
き
に
は
、既
に
環
境
が
整
い
始
め
てい
た
。

電
子
出
勤
簿
、電
子
決
裁
、シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
環
境
、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
ション
ツ
ー
ル
、スマ
ホ
内
線
ア
プ
リ
、在
宅
勤
務
用
Ｐ
Ｃ
な
ど
、 フリーアドレスレイアウト例
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大学職員のワークスタイル －ニューノーマル時代の働き方を考える－

コロ
ナ
前
か
ら
働
き
方
改
革
と
し
て
、勤
務
方
法
や
勤
務
環
境
に
つ

い
て
は
学
内
で
も
話
題
に
な
って
い
た
。こ
の
た
め
総
務
部
や
情
報

部
、施
設
部
な
ど
の
各
部
署
が
自
身
の
所
掌
す
る
業
務
改
善
に
お
い

て
全
学
体
制
を
可
能
と
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
進
め
た
業
務
改
善
は
別
々
に
行
わ
れ
て
お

り
、す
べて
の
ツ
ー
ル
・
環
境
が
揃
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
差
異
は
あ
っ

た
が
、今
思
え
ば
結
果
と
し
て
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
と
い
う
形
に
な
る

の
は
必
然
だっ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
環
境
は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
構
築

さ
れ
た
が
、結
果
と
し
て
デ
ス
ク
に
あ
る
Ｐ
Ｃ
に
デ
ー
タ
を
保
存

し
な
い
の
で
、ど
の
Ｐ
Ｃ
で
も
作
業
が
可
能
だ
っ
た
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
ツ
ー
ル
は
、全
学
で
統
一
し
た
も
の
を
導
入
し
た
。こ
れ
に
よ

り
他
部
署
と
の
連
絡
も
容
易
に
な
り
、ま
た
、ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

な
ど
は
複
数
人
が
同
時
に
同
じ
フ
ァ
イ
ル
を
編
集
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
なっ
た
。在
宅
勤
務
用
Ｐ
Ｃ
は
、在
宅
時
の
み
な
ら
ず
、

離
席
で
の
作
業
時
も
使
用
す
る
こ
と
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進
と

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
常
態
化
を
加
速
し
た
。

ど
れ
も
在
宅
勤
務
や
ペー
パ
ー
レ
ス
化
、業
務
改
善
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、あ
く
ま
で
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
そ
の
集
合
体
で
で

き
る
環
境
で
あ
り
、ツ
ー
ル
の
使
い
方
で
あ
り
考
え
方
な
の
で
あ
る
。

� 

業
務
効
率

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
実
現
し
た
当
事
者
で
は
あ
る
が
、予
想
以

上
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。一
つ
は
、打
合
せ
が
し
や
す
い
こ
と

で
あ
る
。デ
ス
ク
間
の
仕
切
り
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
日
の
業
務
に
合
わ
せ
て
デ
ス
ク
を
選
択
で
き
る
。ル
ー
チ
ン

ワ
ー
ク
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、部
署
を
ま
た
ぐ
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
応
じ
て
座
席
を
選
択
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。ス
ポ
ッ
ト
的
に
関
係
者
が
集
ま
って

打
合
せ
や
作
業
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、常
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
活
動

で
き
て
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
日
を
追
う
ご
と
に
進
ん
で
い
る
。部
署
や
個

人
単
位
で
の
書
類
の
保
持
・
保
存
を
徹
底
的
に
見
直
し
、書
架
を

削
減
し
た
。「
読
む
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
」や「
万
が
一
に
必
要
か

も
し
れ
な
い
」と
いっ
た
参
考
書
類
は
こ
と
ご
と
く
処
分
し
た
。フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
し
た
当
初
は
週
に
数
枚
を
印
刷
し
て
い
た
が
、１

年
が
経
っ
た
現
在
で
は
１
カ
月
で
印
刷
し
た
か
ど
う
か
記
憶
に
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、紙
文
化
へ
決
別
す
る
勢
い
と

慣
れ
の
問
題
だ
と
さ
え
今
は
思
う
。思
い
切
ら
な
け
れ
ば
始
ま
ら

な
い
し
、始
ま
ら
な
け
れ
ば
慣
れ
な
い
。や
って
み
る
し
か
な
い
、と
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い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。

他
部
署
への
影
響
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
は

な
く
と
も
、ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
を
図
り
、打
合
せ
や
会
議
室
を
設

け
た
部
署
も
あ
れ
ば
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
で
事
務
室
を
見
直

す
部
署
も
あ
っ
た
。特
に
、コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
会
議
室
を
事
務
室

と
し
て
使
用
し
て
い
た
状
況
に
は
効
果
的
だっ
た
と
思
う
。

� 

心
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

こ
の
よ
う
な
変
化
を
思
う
と
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
、や
れ
ば
で
き

る
と
い
う
視
覚
的
な
衝
撃
と
と
も
に
、従
来
ま
で
の「
○
○
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
硬
直
的
な
考
え
方
を
柔
軟
に
す
る
効
果

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

同
様
に
、在
宅
勤
務
が
可
能
だ
か
ら
集
ま
っ
て
の
業
務
が
で
き

な
い
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
だ
か
ら
と
いって
必
要

以
上
に
席
を
動
く
必
要
も
な
い
。真
に
業
務
に
必
要
な
形
に
な
る

た
め
の
方
法
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
選
択
は
、ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
、男
性
職
員
の
家
族
が
一

人
増
え
た
。そ
し
て
、こ
の
職
員
は
育
児
休
暇
と
は
別
に
約
１
カ
月

間
の
在
宅
勤
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。そ
れ
で
も
業
務
の
遅
れ
や
ほ

か
の
職
員
の
業
務
が
増
え
た
こ
と
は
な
かっ
た
し
、不
満
を
聞
い
た

こ
と
も
な
い
。こ
の
職
員
だ
け
で
な
く
、す
で
に
ほ
か
の
職
員
も
在
宅

勤
務
を
行
って
お
り
、こ
れ
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

勤
務
時
間
管
理
、作
業
デ
ー
タ
、決
裁
、電
話
な
ど
と
いっ
た
仕

事
の
ツ
ー
ル
が
在
宅
勤
務
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
要

因
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
以
上
に「
や
っ
て
い
い
」風
土
の
醸
成
を
フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

� 

本
当
は
…

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
、私
に
多
面
的
な
考
え
方
を
与
え
て
く
れ

る
機
会
と
な
っ
た
。し
か
し
、学
内
に
広
く
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を
定

着
さ
せ
た
い
と
は
思
わ
な
い
。業
務
に
よ
って
は
や
り
に
く
い
部
署

も
あ
る
と
思
う
か
ら
だ
。あ
く
ま
で
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
手
段
で

あ
って
目
的
で
は
な
い
。広
め
た
い
の
は
、フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
よ
り
も

「
○
○
し
て
も
い
い
」と
い
う
柔
軟
な
考
え
方
な
の
で
あ
る
。こ

こ
か
ら
、い
い
職
場
づ
く
り
や
い
い
大
学
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
素

敵
で
あ
る
し
、そ
う
な
る
よ
う
精
進
し
た
い
。
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大学職員のワークスタイル －ニューノーマル時代の働き方を考える－

は
じ
め
に

大
正
大
学
は
、２
０
０
９
年
度
に「
Ｔ
Ｓ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」※
１

の
枠
組
み
に
沿
っ
た
第
１
次
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

そ
の
後
、第
２
次（
２
０
１
２
年
）、第
３
次（
２
０
１
８
年
）と
移
行

し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
・
改
組
に

よ
る
学
部
や
教
育
課
程
の
充
実
・
学
生
生
活
支
援
の
取
り
組
み

を
着
実
に
実
行
し
、現
在
の
６
学
部
１０
学
科
体
制
の
文
系
総
合
大

学
と
なっ
た
。

第
３
次
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
含
め
、大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、本
学
で

は
、２
０
２
６
年
の
創
立
百
周
年
に
向
け
て
法
人
役
員
と
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
大
学
運
営
の
在
り
方
を
検
討
し
、マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
・
増
補
を
行
い
、時
代
や
社
会
の
急
激
な
変

化
に
対
応
し
た
大
学
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
一
環
と
し
て
、２
０
２
１
年
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
に
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る「
ス
マ
ー
ト
ユニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」の
実
現
に
向
け

て
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も

に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
や
教
職
員
の
固
定
電

話
の
廃
止（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
携
帯
）等
に
取
り
組
み
、働
き
方
改

革
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

� 

大
正
大
学
の
魅
力
化
構
想「
0
,
*
ｓ
」※
２

第
３
次
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は「
大
正
大
学
百
年
、魅
力
化

構
想
・
働
き
方
改
革
」の
視
点
に
立
っ
て
策
定
さ
れ
、五
つ
の
ア

ジ
ェン
ダ
と
八
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
具
体
化
の
た
め
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た﹇
図
１
﹈。

八
つ
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
は
、プ
ロ
ジェ
ク
ト
ご
と
に
事
務
局
部
課

長
を
中
心
と
す
る
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
組
織
し
、３
カ
月
程
度
を
か
け

職
員
の
働
き
方
を
考
え
る

―「
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」２
年
間
の

　
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
め
ざ
す
と
こ
ろ
―

井
上 

真
由
美

大
正
大
学
総
務
部
部
長
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Special feature

て
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
ション
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。そ
の
後
、全
職
員

向
け
に
活
動
内
容
を

公
表
し
、全
職
員
が

所
属
部
署
の
業
務
に

関
係
な
く
自
由
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ん

で
活
動
に
参
加
す
る

「
ワ
ン
・
モ
ア
・
ジ
ョ

ブ
」の
形
態
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。本
学
の「
働

き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、こ
の
八
つ

の
プ
ロ
ジェク
ト
の
う

ち
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、２
０
１
４
〜
２
０
１
６
年
の
人

事
制
度
改
革
検
討
会
議
に
お
け
る
議
論
を
原
点
と
す
る
。そ
の
目

的
と
方
策
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
目
的
）

１
．仕
事
への
意
欲
や
自
己
啓
発
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
人
事
考

課
制
度
と
賃
金
制
度
に
改
正
す
る

２
．大
学
組
織
の
活
性
化
を
図
る

３
．多
様
な
人
材
の
活
用
が
で
き
る
制
度
を
め
ざ
す

４
．研
修
体
系
の
確
立
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
推
進

す
る

（
方
策
）

１
．要
員
計
画
の
見
直
し

２
．他
大
学
と
の
競
争
劣
位
解
消
の
た
め
の
年
間
休
日
数
削
減

３
．能
力
主
義
型
人
事
制
度
の
導
入
と
賃
金
制
度
の
改
定

４
．組
織
の
見
直
し
と
業
務
の
簡
素
化

５
．研
修
体
系
の
確
立
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

こ
れ
ら
の
方
針
の
下
、本
学
で
は
２
０
１
６
年
ま
で
に
、職
能
等
級

基
準
書
策
定
、人
事
考
課
制
度
導
入
、Ｓ
Ｄ
研
究
費
・
Ｓ
Ｄ
手
当
※
３

運
用
、賃
金
制
度
改
定
、職
員
研
修
の
体
系
化
等
に
一
つ
一
つ
取
り

組
み
、実
行
し
て
き
た
。※
４

こ
の
流
れ
を
継
ぎ
、働
き
方
改
革
プ
ロ
ジェク
ト
は
、副
学
長
お
よ

0,*V
કྲྀదܨӨʀࡔແ
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［図 1］大正大学MIGs2026アジェンダの取り組み

�
人
事
制
度
改
革
検
討
会
議
と

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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大学職員のワークスタイル －ニューノーマル時代の働き方を考える－

び
理
事
長
特
別
補
佐（
当
時
）を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
、筆
者
を
含
む

４
人
の
部
課
長
、２
人
の
課
員
の
計
８
人
で
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
が
設

置
さ
れ
た
。そ
の
後
、前
述
の「
ワ
ン
・
モ
ア
・
ジ
ョ
ブ
」と
し
て
自
ら

希
望
し
て
プ
ロ
ジェク
ト
に
参
加
し
た
職
員
８
人
を
加
え
た
１６
人
が

第
１
期
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

働
き
方
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考

え
方
の
核
は
、本

学
の
建
学
の
理
念

（
「
智
慧
と
慈
悲

の
実
践
」※
５
）か

ら
、「
自
ら
の『
学

び
』の
繰
り
返
し
」

と「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
確
保
」

と
し
た﹇
図
２
﹈。

ま
た
、当
初
計
画

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
タ
ー
ゲ
ッ

ト（
目
標
）は﹇
図

３
﹈の
通
り
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
、本
学
に
お
け
る
こ
れ

か
ら
の
働
き
方
や
人
事
制
度
等
に
対
す
る
期
待
と
、そ
の
期
待
に

自
ら
の
実
践
で
応
え
た
い
と
い
う
意
識
で
参
集
し
て
い
た
が
、そ
の

職
位
・
部
署
・
キ
ャ
リ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た
。そ
こ
で
、メ
ン
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［図 2］働き方改革プロジェクトの基本指針

［図 3］働き方改革プロジェクトの概要と 10のターゲット（目標）
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Special feature

バ
ー
全
員
が
活
動
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
共
通
に
理
解
し
、納
得
す
る
た
め

に
、そ
の
概
念
を
象
徴
と
な
る
絵
に
落
と
し
込
み
、コ
ン
セ
プ
ト
マッ

プ
と
し
て
可
視
化
し
た﹇
図
４
﹈。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
マッ
プ
は
、「
教
職
員
の
意
識
改
革
」を
土
壌
と

し
て
、そ
の
上
に
一
本
一
本
改
革
の
花
を
咲
か
せ
て
い
く
。時
に
は

外
部
か
ら
の
阻
害
要
因
が
あ
って
も
、水
や
り
を
怠
ら
ず
実
直
に
育

て
れ
ば
、２
０
２
６
年（
創
立
百
周
年
）に
は
個
々
が
輝
く
未
来
が

来
る
、と
い
う
思
い
を
込
め
、若
い
世
代
の
職
員
が
中
心
と
な
って

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

� 

働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容

⑴
２
０
２
０
年
度
の
活
動

２
０
２
０
年
度
は
１０
の
活
動
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て
分
科
会

を
立
ち
上
げ
、検
討
を
開
始
し
た
。

（
分
科
会
ご
と
の
主
な
活
動
テ
ー
マ
と
内
容
）

①「
ス
マ
ー
ト
ユニ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
の
意
識
改
革
に
つ

い
て
」

　
―
Ｏｎｅ 

ｏｎ 

Ｏｎｅ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
試
行
的
な
実
施
等

②「
本
学
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
導
入
に
つ
い
て
」
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―
基
本
設
計
の
構
築

③「
多
様
な
登
用
を
検
討
す
る
」

　
―
本
学
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
し
、人
事
課

と
共
有

④「
職
員
が
自
ら
学
び
続
け
る
研
修
制
度
」

　
―
外
部
講
師
の
み
な
ら
ず
、本
学
自
前
の
研
修
内
容
を
検
討

⑤「
教
員
組
織
の
改
革
に
つ
い
て
」

　
―
テ
レ
ワ
ー
ク
の
効
果
検
証（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
）と
具
体

的
な
制
度
設
計
を
提
案

上
半
期
は
コロ
ナ
禍
で
活
動
も
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、

７
月
以
降
は
全
体
会
を
週
１
回
定
例
化
し
、各
分
科
会
の
進
捗
を

共
有
し
て
いっ
た
。活
動
が
停
滞
し
て
い
る
分
科
会
に
は
コ
ア
メ
ン

バ
ー
が
手
を
差
し
伸
べ
、活
動
を
止
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
を

行
い
、次
年
度
の
活
動
に
向
け
て
課
題
等
を
洗
い
出
し
て
いっ
た
。

⑵
２
０
２
１
年
度
の
活
動

２
０
２
１
年
度
は
、前
年
度
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、「
出

口
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
働
く
の

か
」に
応
え
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。そ
こ
で
、全
学
的
な「
Ｄ
Ｘ

推
進
」※
６
の
方
針
を
受
け
、本
プ
ロ
ジェク
ト
に
お
い
て
も「
デ
ジ
タ

ル
の
力
で
仕
事
を
改
善（
最
適
化
）す
る
」「
Ｄ
Ｘ
の
そ
の
先
に
あ

る
働
き
方
を
考
え
る
」こ
と
に
重
点
を
お
い
て
活
動
す
る
こ
と
と

し
た
。今
ま
で
に
な
い
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
醸
成
の
た

め
、四
つ
の
観
点（
業
務
・
環
境
・
制
度
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
）か
ら

業
務
改
善
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
著
書
の
読

み
解
き
を
行
っ
た
。

ま
た
、本
法
人
理
事
を
講
師
に
招
い
た
経
営
的
視
点
か
ら
の
Ｄ

Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、他
企
業
経
験
職
員
に
よ
る

事
例
紹
介
、他
大
学
・
他
企
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
調
査
研

究
、ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
合
間
を
縫
って
協
定
先
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株

式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
への
訪
問
な
ど
も
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、新
た
に
立
ち
上
がっ
た
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジェク
ト
と
の
協

働
活
動
の
た
め
の
検
討
会
も
開
催
さ
れ
、特
に
経
理
・
人
事
系
業
務

の
Ｄ
Ｘ
推
進
につい
て
の
共
同
検
討
が
行
わ
れ
た（
継
続
中
）。

特
に
、「
Ｄ
Ｘ
の
そ
の
先
に
あ
る
働
き
方
」を
検
討
し
た
際
に
、

「
そ
も
そ
も
本
学
の
働
き
方
改
革
の
定
義
は
何
な
の
か
」と
い
う

議
論
が
起
こ
り
、

・・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
提
唱
し
て
い
る
大
正
大
学
の『
魅

力
化
』を
達
成
す
る
こ
と

・・
組
織
も
個
人
も
w
i
n-

w
i
n
の
関
係
に
あ
る
こ
と

・・
仕
事
を
通
し
た
自
己
実
現
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
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等
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
。と
り
わ
け
、メ
ン
バ
ー
間
で
共
通

し
て
い
た
の
は
、職
場
を
元
気
に
し
た
い
・
人
を
大
切
に
し
た

い
・
一
人
一
人
が
輝
け
る
よ
う
に
し
た
い

｜

と
い
っ
た
本
学
の

建
学
の
理
念
と
教
育
ビ
ジ
ョ
ン「
４
つ
の
人
と
な
る
」※
５
に
沿
っ

た
思
い
で
あ
り
、自
校
愛
に
あ
ふ
れ
た
若
い
世
代
の
職
員
が
多
い

こ
と
を
頼
も
し
く
感
じ
た
。

� 

こ
れ
か
ら
め
ざ
す
と
こ
ろ

本
稿
で
は
、本
学
の「
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
約
２
年

の
活
動
を
紹
介
し
て
き
た
が
、こ
れ
ら
は
ま
だ
改
革
途
上
だ
。現
在

も
、業
務
の
改
善（
最
適
化
）や
効
率
化
を
考
え
る
た
め
の「
や
め

る
業
務
の
洗
い
出
し
ワ
ー
ク
ショッ
プ
」、居
住
地
域
に
こ
だ
わ
ら
な

い「
超
フ
レ
ッ
ク
ス
の
可
能
性
を
見
い
だ
す
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」等
、

継
続
し
て
議
論
を
行
って
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、本
学
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
と
も
に
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、超
ス
マ
ー
ト
社
会
や
本
学
の
め
ざ
す
ス

マ
ー
ト
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
あ
る
べ
き
姿
に
適
応
す
る〝
働
き
方
改

革
〞を
一
つ
一
つ
確
実
に
実
行
し
、推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

大
学
職
員
の
業
務
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。こ
れ
か
ら
も
一

人
一
人
が
諸
問
題
に
果
敢
に
挑
み
、解
決
す
る
意
思
と
ス
キ
ル
を

習
得
し
、組
織
と
し
て
は
仕
事
を
通
し
て
、各
人
が
魅
力
的
に
輝
け

る
よ
う
な
学
び
の
仕
組
み
の
構
築
を
め
ざ
す
。

大
正
大
学
の
発
展
が
創
立
百
周
年
の
そ
の
先
の
未
来
に
繋
が
る

よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
本
学
な
り
の〝
働
き
方
改
革
〞を
創
出
し
、邁

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

※
１　

 

大
正
大
学
の
社
会
的
責
任（Taisho U

niversity Social Responsibility

）

の
下
で
確
実
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
行
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
こ
と
。

本
学
への
期
待（
Ｐ
ｌａｎ
）を
実
行（
Ｄｏ
）す
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
と
満
足（
Ｃ
ｈ

ｅｃ
ｋ
）を
得
る（
Ａｃ
ｔ
ｉｏｎ
）た
め
の
仕
組
み
。

※
２　

 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
援
用
し
た
も
の
で
、未
来
・
ム
ー
ン
ショッ
ト（
Ｍ
）、イ
ノ
ベ
ー
ション

（
Ｉ
）、ゴ
ー
ル
ズ（
Ｇｓ
）の
略
で
あ
り
、本
学
の
創
立
百
周
年（
未
来
）に
向
け

て
、ム
ー
ン
シ
ョッ
ト（M

oon Shot　
前
人
未
踏
で
非
常
に
困
難
だ
が
、達
成

で
き
れ
ば
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
生
む
壮
大
な

計
画
や
挑
戦
）の
手
法
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
起
こ
し
、目
標
を
達
成
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
。

※
３　

 

Ｓ
Ｄ（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト
）研
究
費
・
Ｓ
Ｄ
手
当
。職
員
個
々
の

能
力
開
発
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
Ｓ
Ｄ
に
係
る
諸
経
費

の
助
成
制
度
。

※
４　

 

加
藤
真
紀
子「
戦
略
人
事
で
10
年
後
、魅
力
的
な
大
学
に
」学
校
法
人
財
務
経

理
研
究 

44（
５
）、 

２-

14
、 

２
０
２
１-

08　
学
校
経
理
研
究
会
。

※
５　

  https://w
w
w
.tais.ac.jp/guide/outline/education_vision/

※
６　

  
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
上
の
課
題
を
正
し
く
認
識
し
、解
決
へ
と

導
き
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
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� 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
概
要

津
田
塾
大
学
で
は
、２
０
１
９
年
に
オ
フ
ィ
ス
を
全
面
的
に
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
た
。本
学
で
は
最
も
大
き
な
オ
フ
ィ
ス
で
、５
つ
の

部
署
の
50
人
が
勤
務
し
て
い
る
。リ
ニュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、

業
務
内
容
に
応
じ
て
自
由
に
場
所
を
選
べ
る
、い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｗ

（Activity Based W
orking

）の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
。た
と
え
ば
、

一
人
で
集
中
で
き
る
席
、気
軽
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
席
、資

料
を
広
げ
た
作
業
に
適
し
た
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
席
な
ど
が
あ
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
業
務
に
取
り
組
め
る
ソ
フ
ァ
席
で
は
部
署
を
ま

た
い
だ
ス
タ
ッ
フ
間
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

足
り
な
か
っ
た
会
議
室
の
数
も
見
直
し
、機
能
的
な
執
務
環
境
と

な
っ
た
。オ
フ
ィ
ス
形
態
と
し
て
は
、完
全
な
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
は

な
く
、部
署
内
で
自
由
に
席
を
選
べる
グ
ル
ー
プ
ア
ド
レ
ス
を
採
用

し
た
。ま
た
、個
人
の
荷
物
は
一
人
ず
つ
与
え
ら
れ
た
ロッ
カ
ー
で

管
理
す
る
こ
と
で
整
理
整
頓
を
徹
底
し
て
い
る
。

Ａ
Ｂ
Ｗ
の
導
入
に
は
あ
ら
ゆ
る
デ
バ
イ
ス
の
無
線
化
が
前
提
と

な
る
。リ
ニュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、Ｐ
Ｃ
は
す
べて
ノ
ー
ト
型
に
置
き

換
え
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
無
線
化
し
、電
話
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
交
換
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。ま
た
、多

様
な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
た
め
、オ
フ
ィ
ス
の
使
い
方
を

徹
底
的
に
見
直
し
た
。倉
庫
的
な
用
途
で
使
わ
れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス

は
、最
低
限
必
要
な
も
の
だ
け
残
し
て
、あ
と
は
す
べて
オ
フ
ィ
ス
外

に
移
動
し
た
。こ
う
し
て
生
ま
れ
た
余
剰
ス
ペ
ー
ス
を
、よ
り
機
能

的
な
用
途
に
転
換
し
た
。

以
上
が
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
概
要
で
あ
る
。大
学
の
事
務
局
が
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
多
少
の
先
駆
性
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、設
備

と
し
て
は
い
ま
や
多
く
の
企
業
が
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、と

り
わ
け
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。そ
こ
で
以
降
で
は
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
と
成
果
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、そ
こ
で
の
工
夫
な

ど
を
中
心
に
述
べて
い
き
た
い
。

オ
フ
ィ
ス
が
人
を
育
て
る

 
―  

津
田
塾
大
学
の
オ
フ
ィ
ス
リ
ニュ
ー
ア
ル
―

菊
池 

太
陽

津
田
塾
大
学
教
務
課
長
補
佐
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な
ぜ
$
%
:
か
？

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
働
く
場
所
を
選
べ
る
Ａ
Ｂ
Ｗ
を
採
用
す
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。作
業
効
率
を
高
め
、マ
ン
ネ
リ
を
回
避
し
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。本
学

で
も
、プ
ラ
ン
策
定
の
早
い
段
階
で
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
め

た
。リ
ニュ
ー
ア
ル
の
目
的
の
達
成
に
Ａ
Ｂ
Ｗ
が
手
段
と
し
て
最
適

だ
か
ら
だ
。ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ
Ｂ
Ｗ
は「
業
務
に
応
じ
て
」、「
ス
タ
ッ
フ
自
ら
が
働
く
場
所
を

選
ぶ
」。つ
ま
り
、ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
自
分
の
業
務
を
見
つ
め
直

し
、ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
働
く
の
が
効
率
的
か
を
考
え
、自
律
的
に

選
択
す
る
。そ
こ
で
は
、受
動
的
で
は
な
く
能
動
的
な
行
動
が
生
ま

れ
て
い
る
。私
た
ち
は
こ
の
効
果
を
大
き
く
評
価
し
て
い
る
。Ａ
Ｂ

Ｗ
に
よ
る
行
動
変
容
を
、業
務
に
対
す
る
意
識
変
容
に
繋
げ
る
こ

と
。「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」と
い
う
感
覚
で
は
、や
は
り
仕
事
は
楽
し

く
な
い
。そ
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
が
Ａ
Ｂ
Ｗ
な
の
で
あ
る
。ス
タ
ッ
フ

を
信
頼
し
、自
己
裁
量
を
与
え
る
こ
と
、そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

� 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ラ
ン
策
定
に
あ
たって
は
、あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
学
内
の
プ
ロ
ジェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
って
決
定
し
た
。間
取
り
や
什
器
に
は
じ

ま
り
、壁
紙
や
床
材
な
ど
内
装
に
い
た
る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
す
べて

の
項
目
で
あ
る
。巷
に
は
オ
フ
ィ
ス
改
修
を
得
意
と
す
る
業
者
が

多
々
あ
り
、そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
丸
投
げ
す
る
選
択
肢
も
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
が
、あ
え
て
私
た
ち
は
自
分
で
設
計
す
る
こ
と
を

選
ん
だ
。そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

ま
ず
は「
大
学
事
務
の
特
殊
性
」で
あ
る
。大
学
の
事
務
局
は
執

務
空
間
で
あ
る
と
同
時
に
学
生
対
応
の
窓
口
で
も
あ
る
。一
般
企
業

と
は
空
間
の
利
用
の
仕
方
や
利
用
者
の
属
性
が
大
き
く
異
な
る
。ま

た
、そ
こ
で
行
わ
れ
る
業
務
も
多
岐
に
わ
た
る
。こ
れ
ら
に
配
慮
し
つ

つ
最
適
な
プ
ラ
ン
を
提
示
で
き
る
の
は
、ふ
だ
ん
か
ら
そ
こ
で
働
く

自
分
た
ち
自
身
だ
と
考
え
た
。こ
れ
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。

そ
し
て
、よ
り
重
要
な
の
は
次
の
理
由
で
あ
る
。こ
の
プ
ロ
ジェク

ト
の
目
的
は
、単
に「
什
器
を
新
し
く
す
る
こ
と
」で
は
な
く「
働

き
方
を
変
え
る
こ
と
」で
あ
っ
た
。機
能
的
な
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る

だ
け
で
済
む
な
ら
話
は
簡
単
だ
。し
か
し
、実
際
は
そ
れ
だ
け
で
は

プ
ロ
ジェク
ト
は
成
功
し
な
い
。い
く
ら
設
備
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
、
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そ
れ
を
使
う
人
間
の
意
識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
期
待
し
た
効
果
は

得
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。働
き
方
改
革
は
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
が
変
わ
っ

て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
。ど
の
よ
う
な
設
備
が
導
入
さ
れ
た
か
、

で
は
な
く
、な
ぜ
こ
の
設
備
を
導
入
し
た
の
か
。こ
の「
な
ぜ
」が
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。つ
ま
り
、成
功
の
鍵
は
、プ
ラ
ン
の

背
景
に
あ
る
設
計
思
想
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。だ
か

ら
私
た
ち
は
プ
ラ
ン
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
自
分
た
ち
で
決
め
る

こ
と
と
し
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
を
あ
る
種
の「
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
」と
し
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。そ
こ
で
働
く
人
々
を「
当

事
者
」と
し
て
巻
き
込
ん
で
い
く
た
め
に
。

� 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
化
す
る
施
策

プ
ロ
ジェク
ト
を
進
め
る
に
あ
たって
は
次
の
こ
と
を
意
識
し
た
。

①
情
報
開
示
と
オ
ー
プ
ン
な
議
論

②
意
思
決
定
プ
ロ
セ
スへの
参
加

③
で
き
る
ア
ク
ション
か
ら
始
め
る

ま
ず
な
に
よ
り
も「
情
報
開
示
と
オ
ー
プ
ン
な
議
論
」で
あ
る
。

当
事
者
意
識
を
持
って
も
ら
う
に
は
プ
ラ
ン
が
密
室
で
策
定
さ
れ

て
は
い
け
な
い
。議
論
の
過
程
が
オ
ー
プ
ン
で
、い
つ
で
も
意
見
が

で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。そ
こ
で
私
た
ち
は
、検

討
中
の
プ
ラ
ン
を
常
に
開
示
し
、ご
意
見
フ
ォ
ー
ム
を
常
設
し
て
ス

タ
ッ
フ
か
ら
意
見
を
募
っ
た
。有
益
な
ア
イ
デ
ア
は
プ
ラ
ン
に
反
映

し
、反
対
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
対
す
る
心
配
事
に
は
都
度
説
明
し
て

不
安
の
解
消
に
努
め
た
。

リニューアルコンセプト
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Special feature

ま
た
、「
意
思
決
定
プ
ロ
セ
スへの
参
加
」も
重
要
で
あ
る
。プ
ラ
ン

設
計
に
関
し
て
は
、各
部
署
への
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
を

繰
り
返
し
、で
き
る
だ
け
ス
タ
ッフ
の
思
い
が
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
た
。と
り
わ
け
関
心
が
高
い
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
選

定
に
際
し
て
は
ス
タ
ッフ
全
員
の
投
票
に
よって
決
め
る
な
ど
、事
務

局
が
一
体
と
な
る
イ
ベン
ト
と
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
企
画
し
た
。

そ
し
て
、最
も
効
果
的
な
の
は「
で
き
る
ア
ク
ション
か
ら
始
め
る
」

こ
と
だ
。目
に
見
え
る
変
化
が
あ
れ
ば
人
は
動
き
出
す
。最
初
に
始

め
た
の
は「
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
整
理
」で
あ
っ
た
。改
修
前
の
オ
フ
ィ
ス

に
は
書
類
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
お
り
、か
な
り
の
ス

ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
た
。オ
フ
ィ
ス
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

そ
う
で
な
い
も
の
を
峻
別
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、紙
で
保
管
す
る

必
要
が
な
い
も
の
は
電
子
化
す
る
こ
と
と
し
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推

進
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
計
画
的
な
電
子
化
を
進

め
た
。日
に
日
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
少
な
く
なって
い
く
光
景
を
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
改
修
への
気
運
が
高
まった
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、毎
週
特
定
の
曜
日
を「
断
捨
離
デ
ー
」と
し
、不
用
品
の

処
分
を
習
慣
化
し
た
。こ
ち
ら
も
掛
け
声
倒
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
、

オ
フ
ィ
ス
の
目
立
つ
場
所
に
即
席
の
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て
見
え
る

化
の
工
夫
を
し
た
。さ
ら
に
は
、メ
ル
マ
ガ「
断
捨
離
通
信
」を
定
期

的
に
発
行
し
て
働
き
方
改
革
に
関
す
る
コ
ラ
ム
や
先
進
的
な
企
業

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、啓
蒙
活
動
も
積
極
的
に
行
って
き
た
。ほ

か
に
も
、そ
れ
ま
で
各
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
た
コ
ピ
ー
用

紙
や
文
房
具
を
一
元
管
理
す
る
な
ど
、ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
合
理
化
を
進
め
た
こ
と
は
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

段
階
的
な
業
務
改
革
を
経
た
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
徐
々

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、竣
工
後
に
は
す
ぐ
に
新
し
い
環
境
に
馴
染

む
こ
と
が
で
き
た
。

� 「
働
き
方
改
革
」の
先
に
あ
る
も
の

先
述
の
と
お
り
、リ
ニュ
ー
ア
ル
の
目
的
は
働
き
方
改
革
で
あ

る
。だ
が
、実
は
こ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。「
働
き
方
改
革
」は
手
段

で
あ
って
本
当
の
意
味
で
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
だ
。本
当
の
目
的

と
は
な
に
か
。答
え
は
、そ
こ
で
働
く
人
々
の「
意
識
を
変
え
る
こ

と
」で
あ
る
。

こ
こ
で
、コロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
学
の
業
務
の
取
り
組
み
に
触
れ
た

い
。業
務
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
感
染
症
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
なって
き
た
コロ
ナ
禍
当
初
、す
で
に
自
席
に
と
ら
わ
れ
な
い
働

き
方
が
浸
透
し
て
い
た
本
学
で
は
、ほ
と
ん
ど
抵
抗
な
く
テ
レ
ワ
ー
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ク
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
、コロ
ナ
第
５
波
が
落
ち
着

き
を
見
せ
、多
く
の
企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
出
社
へ
と
戻
す
動
き

が
見
ら
れ
は
じ
め
た
執
筆
時
現
在
で
も
、私
の
部
署
で
は
比
較
的
高

い
テ
レ
ワ
ー
ク
率
を
維
持
し
て
い
る
。課
員
か
ら
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
最

適
化
し
た
情
報
共
有
や
業
務
遂
行
の
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
出
さ
れ
、

む
し
ろ
コロ
ナ
禍
以
前
よ
り
も
生
産
性
が
向
上
し
て
い
る
。

こ
の
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、リ
ニュー
ア
ル
の
最
も
大
き
な
成
果

は「
変
化
を
受
け
入
れ
る
組
織
に
生
ま
れ
変
わっ
た
」こ
と
に
あ
る
。

困
難
な
状
況
に
あ
って
も
柔
軟
に
対
応
し
、そ
こ
で
高
い
創
造
性
を

発
揮
で
き
る
組
織
。自
ら
考
え
、最
適
な
環
境
を
構
築
し
、自
走
す

る
組
織
。こ
れ
は
ス
タ
ッフ
一
人
一
人
の
意
識
が
変
わって
は
じ
め
て

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

リ
ニュ
ー
ア
ル
完
成
時
、わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
を「
オ

フ
ィ
ス
2.0
」と
呼
ん
だ
。こ
れ
ま
で
の
オ
フ
ィ
ス
1.0
か
ら
の
大
幅
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、2.1
、2.2
、2.3
…
…
と

マ
イ
ナ
ー
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
重
ね
て
い
く
余
地
が
あ
る
こ
と
も
含

意
し
て
い
る
。お
そ
ら
く
、コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
日
常
を
取
り
戻

し
た
と
し
て
も
、い
ず
れ
再
び
業
務
方
法
の
変
更
を
強
い
る
よ

う
な
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
発
生
す
る
だ
ろ
う
。そ
れ
で
も
本

学
は
き
っ
と
対
応
で
き
る
。オ
フ
ィ
ス
そ
れ
自
体
が
、日
々
ス
タ
ッ

フ
を
育
て
て
い
る
か
ら
だ
。

最
後
に
、本
学
の
ミ
ッ
シ
ョン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
紹
介
を
も
って

締
め
く
く
り
た
い
。そ
こ
に
は「
逆
境
を
、創
造
を
灯
す
光
に
」と
い

う
一
節
が
あ
る
。ま
さ
に
い
ま
、こ
の
不
確
か
な
時
代
に
こ
そ
求
め

ら
れ
る
力
で
あ
ろ
う
。本
学
の
オ
フ
ィ
ス
リ
ニュ
ー
ア
ル
で
は
、こ
れ

を
掲
げ
る
大
学
自
身
が
、そ
の
実
践
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
、そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

新たに導入したソファ席
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Special feature

リニューアル後のオフィス。学生が親しみやすいよう通路を広くした。




